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シ ン ポ ジ ウ ム 「美術館 ・博物館

の リ ス ク ・マ ネジ メ ン トを考え

る」

〜 天災 ・テ ロ 行為 な どか ら収蔵

品と施設 をど う守 るか 〜

谷卓司

2004年 1月24日 （土 ）14：00〜17：30

慶應義塾大学 三 田 キ ャ ン パ ス 北館 ホ
ー

ル

　 は じめ に慶 應 大 教 授 の 前 田富 士 男氏 （慶應大ア
ートセ

ン ター
所長） よ り挨拶 。 そ もそも文化的なク ラ イシ ス に

敏感 で あ る べ き社会 装 置 と して の 「美術 館 ・博 物館」

が 、物 理 的 な ク ラ イ シ ス に 対 して ど の よ うな対処 ・準備

を な さ れ て い る か ？と テ ーマ を喚起。続 い て の 第1部 で は

「美術館 ・博物館 の 緊急事態 に ど う備 え る か 」 と題す る

基調講演で 、海外 の 二 つ の 事例 が 紹介 ・報告 され た 。

　 まず
一

例 目。 ミハ エ ル ・ヨ ーン 氏 は ド レ ス デ ン 美術

館 ・博物館群 の 施 設 管理 部門 に 勤め る 主席技術 者。2002

年8月 に ドレ ス デ ン 旧 市街地 区 を襲 っ た未曾有の 大洪水 に

つ い て 被 害 状 況 と そ の 後 の 対 策 を 報 告 い た だ い た。エ ル

ベ 川 の 氾濫 は 、降雨の あ と水位上 昇 ま で に 6 日間 ほ ど猶予

が あ る た め 、避難 対 策 を取 る の が 比 較 的 楽 と 言 わ れ て い

た。12 の 美術館 ・博物館群 の 中で 最 も被害 の 大 きか っ た

ア ル テ ・マ イ ス タ
ー

絵画 館 は ツ ヴ ィ ン ガ ー宮 殿 の 中 核 的

存 在 で 、今 回 の
一

番 の 問題 は非常事態 に 備 え て 作 られ た

自家発 電 機 が 主 ・副 と も全 く作 動 しな か っ た こ と。こ の

こ と に よ り搬入出用 の エ レ ベ ー
タ
ー

を動 か す こ とが で き

ず、地 下 収 蔵 庫の 大 きな サ イ ズ の 絵画 は 上 階 に 避 難 させ

る こ と もで きず、や むをえず天 井 に 吊 し 「
一
あ と30cm 」 と

い う水 位 で か ろ う じて 難 を逃 れ た 。 ビデ オ防犯 シ ス テ ム

な ど…電 力 の 必 要 な 安全 管 理 シ ス テ ム も ダ ウ ン して お

り、停 電 中 の 36 時 間 は 軍の 協力 を得 て 安全 を確保 し た 。

建物 と作 品 の 修復 に ザ ク セ ン 州 の 年 間予 算に 匹 敵す る 100

億 ユ ーロ が費 や され、洪 水 被 害 に 遭 っ た 8 ヶ 月後 に は博 物

館 を 再開 。 市や 州 に よ る 治水対策も強化 さ れ 、施設 ・設

備 面 で の 物 理 的 対 策 に加 え、職 員 ひ と りひ と りの 危 機 管

理 意 識の 高揚 と普段 の 訓 練 （災害非常時の 責任 分 担 と決

定権、優 先 順 位 な ど の 話 し合 い ） が 持 た れ た。

　次 に 二 例 目。ボ ブ ・コ
ー

ム ズ氏 は 米国J．P ．ゲ テ イ 財 団 の

セ キ ュ リテ ィ 担 当 責任 者。ロ サ ン ゼ ル ス の 丘 陵 に 1997 年

に オ
ープ ン し た ゲ テ ィ ・セ ン ターの 紹介 と 同 財 団 が 提唱

す る 危 機 管 理 対 策 プ ロ グ ラ ム に つ い て 発 表 い た だ い た。

ゲ テ ィ
・セ ン ターは 入 場 無料 で 年間 150万 人 の 入場 者 を数

える施設。世 界中か ら訪れ る ビジ タ
ー

に 従 業 員、案 内 ス

タ ッ フ 、ボ ラ ン テ ィ ア を加 える と常 時6000 人 の 人 間 が 敷

地内に い る。緊急 時の 規 範 は消防庁 の 「lncident　Command

System （ICS）」 を基 に し て お り、指揮系統 や命令 内容 に つ

い て 予 め ス タ ッ フ 間 で 共通 の 認識 を持 たせ る よ う に し て

い る。緊急時の 「ToDo 」は 初 見で もすぐ判 る よ うな
一

覧

表 の 形式で 纏 め られ、持ち運 び に便利で 扱 い や す い チ ェ

ッ ク リ ス トと して 備 え られ て い る 。 ま た 「Emergency　Op −

eration 　Center（EOC ）」が開設され、こ こ に すべ て の 情報が

集約 され 集中司令室 と し て 機能す る よ うに な っ て い る。

Evacuation　Coordinatorは 円滑な避難誘導 を全体的 に 見渡す

役割 の 人間 で 、敷 地 内 に は5，000 人 の 人 間 が72時間 生 存可

能 な緊急物資が ス トッ ク され て お り、建物 の 要所 々 々 に

Emergency 　Response 　Cartが備 え られ て い る ほ か、同 時 多発

テ ロ 以降、爆発 物 や 生 物化学
・放 射性物質 を想定 し た 訓

練、郵便 物 の ス ク リ
ー

ニ ン グ等 も導入 さ れ た。

　引 き続き第2 部 は 「日本の 美術館 ・博物館 の リス ク ・マ

ネ
ー

ジ メ ン トと課 題」と題 す るパ ネ ル ・
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

で 、まず初 め に 奈良市消防局 の 谷中弘
一

氏 （文化財防災

官） に よる 事例プレ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン （文化財 防 火 デー50周

年 を記念 して 東大寺で 行 われ た 消火訓練 の 模様 を ビデ オを

中心 に発表い ただい た〉。続い て 、静 岡文化芸術 大助 教授

の 岩渕潤子氏 をモ デ レ
ーター

に、以 下の 4 人の パ ネリス ト

に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が な され た。

　彫 刻 の 森美術館
・
館長の 鈴木隆敏氏 は、今 日の テ

ー
マ

の 「リ ス ク 」 を天災 と人災 に 分け て 整理 し 「頻発す る 野

外彫刻 の 被害」の 記 事 を引用 した り、美術 保 険等の リス

クマ ネジ メ ン ト事例 を紹 介 した 。

　東京国立博物館 ・事業企画課長の 松本伸之氏 は、東博の

最近の 重点的な取 り組み の
一

例 と して、他館へ の 貸借 だ け

で な く館内の 移動 も含 めて 「収蔵品の 所在を日常的 に きち

っ と把握」す るべ く大規模 な1D化を進め て い る旨、報告 し

た 。

　国立 西 洋美術館 学芸課保存科学室
・主任研究官の 塚田

全彦氏 は、保存科学 の 立場 か ら 「preventiveconservation」

とい う最近の 潮流 に つ い て 、文化財 に 劣化 ・損傷を与 え

る9つ の 要 因 を個 々 ば らば らに考える の で は な く、そ れ ぞ

れ ど うい う状況 に ある か 体系的 に 捉 え て 改善 を施 して い

く考え方 で あ る と紹 介 した。

　美術 品 リス クマ ネージ メ ン ト・
コ ン サ ル タ ン トの 箱守

栄
一

氏 は 、美術展 に関 わ る保険だ けを専 門 に や っ た20 年

間 の経 験 を踏 まえ、NY 同時多発 テ ロ 以 降 と りわ け高 騰 す

る 美術保険 の 金 額 の 大 きさか ら、わが 国 に も 「NationaE

Indemnity （国 家補償）」制度導入 の 必 要性 を説 い た。
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